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現象に対 しては ,プラズマ内rJj集Eij的矧適効果が本質的である ,とい う事が
予想さHLるが ,Boわm-Pinesa:)速 読 ,或 いはⅤ呈asovoj運動方程式に_基づ
く理論など ,今までの理論では ,プラズマ内の敏少振幅ojゆ らぎを取 りあっ
かつており ,異常輔送浅象の解明i･Jrは底夢 していないO
プラズマFJ.ヲに発生するゆ らぎの.輸送現象に対する効果は ,最近 ,準線型理
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で定義 されるポテソシャ ル函数 (め,I,チ)(◎,A)を導入するO そうする
ど ,方程式系 1.a) ,1.bJ,2.a),2.b)紘 ,




















と変換 し ,更 らに
F-Ii 叫 +毎 2) ,F*-青竹 -iQ2,~｣
を導入すると ,そオ吊ま
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但 し ,p,a- p,nO+pm ,-p,a -7nTLo-COnSt と分離する事ができるOI
電子 プラズマの場合Eq.ll.b)であ らわされる運動のモー ドがどの ような
ものであるか今后の換討妄必要とする項 であるが ,ここではKeiTの理論で用
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をあたえるC. 庇の衷式の右辺二第二項は , Bohm-PiI1eSのHamiito王lian
のいわゆる毘andom-Phaseの項の中 ,Lk+♂i<kcの部分i.t形の上で一致
しているOこの頃はプラズマ振動の異なるモ⊥ ドの問の.相互作用を示すもお




とい う良 く知 られた分散嫡孫であたえられるO
14)
以上の考察から ,Eq･11,aJ-1tf)であたえられる鞄 miltonian は ,
いわゆ る Proton'の自由度に関する項を別とすれは ,普通に知 られている
プラズマの理論のそれと実質的に一致 していることが知 られ る｡問題紘 ,上
のようにして導入された Hrotonyの自由箆が ,プラズマ内の運 動の冒由度
として物塵的に意味のあるものなのか ? もしそうだとしたら ,どのような




究によって ,研究の潮流の主流か ら退け られてしまったが ,適度場 Ljに対し





はせぬか? という意味で ,プラズマにおける.一rotond 自由度の問題 は ,
興味が もたれる｡
§5. 非線型項の力学的効果
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a(k,tj-a-iwpLαrk,わ ,a * ( k,ij-etWpLα*tk,i) 20)
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即ち ,25)の結果,非線型相互作用の結果 ,波数kのプラズマ振動には ,級
-->･
数Jのプラズマ振動の強度に比例する振動数のズ レを生ずる.



















非可逆的ふるまいに対 しては ,全く寄与 しないD 此のような系に対して ,
prigogineの理論を適用 して ,プラズマ振動子の分布f/こ対するKiileti'c
Equation を導 く事は ,面白い間違であろうo
KineticEquationを導 く為に･,Prigogin.e琉よIt}tも手っとt:･プ早い方
法は ,B-BIG-A-YのHierarchy方程式か ら出発することで;禿るO この
方法 と ,Prigogine流の方法 とが ,同じ結果をあだえることは ,一転な プ
ラズマの場合 ,粒子の速度分布函数に対するKineticEqtl;,Atiuil-li)導出に
おいては ,実際に確め られているが タ今の問題の場合にはどうであろうか ?
プラズマ振勤子系に対 しては ,
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よって記述 されるものであるが ,そのような過程に対して ,Eq.ll.f)で記
述され るような oroton'を媒介とする光の散乱過程 はどのような寄与をあ






以上 ,非常に粗つばい ,いわばデッサ ンのような話 しを展開 したが f電子
プラズマにおける ′roton と`いう正体の知れないものをどういう風に処理 し
たら良いのか ,昔 ′量子流体力学 `の理論について色々と経験された先輩の
御教示をいただけれ′ぱ幸いである｡
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rlO月10日受理)
･Ⅹasuyalj,Yosida23,Kapian-LyonsS)といっが -d′(あるいは S-fj
相互作用を勉強 しているうちに気づいた ことがあるので報告したい｡ S-d
相互作用は伝導芦子の分極をひきお こしそのため d電子のス ピン問に次のよ
うな相互作用が働 らく｡
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